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授業で の学習交流を目指 した ｢ 電子大福帳｣ の 開発と実践

須曽野仁志
1)

･ 下村 勉
1)

･ 織田 揮準
2)

･ 小山 史己
3)

｢ 大福帳｣ は授業 で の 授業感想 や質問等に つ い て 学習者 と教員が交流 で き る A 4 サ イ ズの カ ー ドであ る｡ 紙 ベ ー

ス の ｢ 大福帳｣ の 良 さ を活 か し､ 学 習者 が オ ン ラ イ ン で コ メ ン トを書き込 み ､ 自分自身の コ メ ン トや 授業担当者

か ら の コ メ ン トを W e b 上 で 読 む こ と が で きる ｢ 電子大福帳｣ を開発 した｡ 学 習成果の 交流を促進す る た め に､

｢ 電子大福帳｣ で は ､ 学習者 が コ メ ン トを書き込 む際､ コ メ ン トを他 の 学習者に公開 ( オ ー プ ン) す るか ど う か

を自分自身 で 選択 させ た｡ さ ら に､ コ メ ン トを他 の 学 習者 に公開 した場合､ 学 習者 は そ の 授業 で の感想等 に対し､

仲間か ら の メ ッ セ
ー ジ を得 る こ とが で き る掲示板 ( ボ ー ド) 機能 を付加 した｡

1
.
は じめ に

大学授業にお い て ､ 学習者に感想用紙を配布し､ 授業

後にそれを回収 し､ 学生か らの コ メ ン トを楽しみ に した

り ､
そ れ を参考に授業を進める教員が増えて いる｡ 毎回

の授業で学習者から得られる コ メ ン ト は､ 教員自らが授

業改善に努める上で有益な情報で ある｡

担当教員がそ の感想用紙を自分の もと に保管し て おく

だけ で は､ 学生 に と っ て は授業感想がど の よう に役立 っ

て い るかわか り にく い ｡

大切となる ポイ ン ト は

･ 教員が学習者からの授業 コ メ ン ト に で きる限り返答する

･ 教員が授業 コ メ ン トや他 の学習成果を授業活動に活か

す努力をする

と いう点で ある｡

授業改善を進める上で も､ そ の こ とが重要で あり､ 筆

者ら は､ 授業 カ ー

ド ｢ 大福帳｣ を活用し､ 大学及び小中

学校で の ｢ 大福帳｣ を用 い た授業実践を展開して き た｡

さ ら に ､ 紙 ベ
ー ス で の ｢ 大福帳｣ の良さを活か し､ コ ン

ピ ュ ー タ や ネ ッ ト ワ ー

ク を用 い て ､
オ ン ラ イ ン で W e b

上 に授業感想を書き込ん だり､ 学習者同士の情報交換が

可能にするため に ､ ｢ 電子大福帳｣ を開発し ､ 授業実践

を進めて きた｡

2 . ｢ 大福帳｣ を用 いた授業改善と効果

(1) 大福帳とは

織田 (1 9 9 1) は､ 毎授業の終了直前に ｢授業 に関する

意見や感想｣ を求める
一

種 の受講カ
ー

ド を考案 し ､ ｢ 大

福帳｣ と命名した
1)

｡ 図 1 に 示す ｢ 大福帳｣ は､ 大学生

用の A 4 サ イ ズ の厚紙カ
ー

ド で あ り､ 授業時間 ごと に ､

学生お よび担当教師が コ メ ン ト を書き込む欄が設けられ

1 附属教育実践総合セ ン タ
ー

2 皇学館大学文学部

3 津市立西 が丘小学校

て い る｡

｢ 大福帳｣ を使 っ た授業の流れ は
､

1) 学習者は､ 授業終了の 直前に ､ 授業 に関する意見 ･

感想な どを大福帳に記入する｡

2) 学習者は､ 教師 に ｢ 大福帳｣ を提出する｡

3) 次回の 授業ま で に ､ 教師は学習者 コ メ ン ト の右欄に

コ メ ン ト を朱書する ｡

4) 授業 の始め に ｢ 大福帳｣ を学生に 返却する｡

で あ る｡

織 田は 19 8 8 年 よ り､ 須曽野は 1 99 7 年 よ り ､ 大学授業

で ｢大福帳｣ を活用した授業実践を継続 して きた
Ⅰ) 2)3)

0

ま た､ 須曽野 は 1 9 9 2 年 よ り中学校の 授業 で ､ 小 山は

2 00 4 年よ り小学校の 授業で ｢ 大福帳｣ を用 い て 授業改

善に努めた｡

(2) 大福帳効果と教師にと っ て の メ リ ッ ト

｢ 大福帳｣ は､ 授業内容に関し て ｢ 学生 - 教師｣ ｢ 教

節 - 学生｣ 双方向のや りと りを可能にする授業カ ー

ド で

あ る ｡ 授業毎に受講生か らの 授業に関する フ ィ ー

ド バ ッ

ク 情報が学生か ら得られるな らば､ より細やか な授業改

善が可能となる｡

大福帳の導入に より､

･ 大学生は毎回､ 授業 に 関する意見や感想を書か なけれ

ばならな い

･ 教師は次の授業まで に学生の記述に対する コ メ ン ト を

朱書しなければならな い

と いう負担が ある｡ しか し､ ｢ 大福帳｣ は実施法が簡単

で ､ 短時間に実施で き､ 学生 へ の負担が少な い など の実

施上の 利便性が高く､ ま た､ 大福帳の導入に対し て ､ 学

生が好意的で ある な ど の 利点が認 められ た
1) 2)

｡ 授 業担

当者に と っ て も､ 大福帳に書かれる学生か ら の授業に関

する意見や感想､ 時に は批判は､ 授業内容の 充実や教授

法の改善な ど､ よ り魅力的な授業実践 へ の 意欲を高め ､

そ れ を持続させ る効果がある
2) 3)
0

筆者らが授業で ｢大福帳｣ 活用を継続した結果､ 教師
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及び学習者に と っ て の メ リ ッ ト と し て ､ 具体的に以下の

点が挙げられ る ｡

教師に
`

と っ て の メ リ ッ ト

1) 授業者は学習者から授業に 関し て数多く の フ ィ ー ド

バ
ッ ク を得る こと が できる｡

2) 授業者は学習者から の質問に返答 したり､ 問題解決

を助ける た め に ヒ ン ト を与え る こと が で きる｡

3) ｢ 大福帳｣ は学習者と教員との間 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン を促進する ｡

4) 教師と学習者に よりよ い信覇関係が進展 して い くo

5) 授業者は教師用ポ
ー

ト フ ォ リ オ ( T e a c h iL lg P o r t f o li o)

と して
､
｢ 大福帳｣ を授業実践 の 託と し て 活用 ･ 保存

でき る ｡

学習者にと っ て の メ リ ･

y ト

I) 学習者は投業で 学ん だ こ とや感想などを数行に まと

め る こ とが で きる ｡

2) 学習者は これま で学ん で き た こ と を振り返る ことが

できる ｡

3) ｢ 大福帳｣ は学習者の学習行動や態度を向上させ る

の に役立 つ ｡

4) 学習者は ｢ 大福帳｣ を学習過程の証､ つ ま り学習ポ
ー

ト フ ォ リ オ ( L e a r n i n g P o r tf lO li o) と して 活用
･ 保存 で

き る ｡

3
. ｢ 電子大福帳｣ の 開発

(1) ｢ 電子大福帳｣ の 設計

これま で 紙 ベ ー ス で学習者と教師が書き込ん で きた

｢ 大福帳｣ を電子化 し､ 学習者と教師が W e b を用 い て ､

コ メ ン ト を読み書さ できる よ う に したo こ れ が ｢ 電子大

福帳 ( El e c t r o n i c D ai f u k u- c h o) ｣ で あ るo 書き込ん だ り､

教師か ら の コ メ ン トが読め る よ う に し た ｡

紙 ベ
ー ス の ｢ 大福帳｣ を用 い た場合､ 学習者と教師の

1 対 1 の コ メ ン ト の やりとり が 基本で ある｡ そ れ に対し､

囲 2 ｢ 電子大福帳｣ を用い た授業設計

本研究で 開発を進 め る ｢ 電子大福帳｣ は ､ 図 2 に 示すと

おり､ 授業活動で以 下の こと が で きる よう にす るも の で

ある｡

･ 電子大福帳に学習者が コ メ ン ト を書き込むことに よ り､

授業感想な どを共有で きる よ う にす る o

･ コ メ ン ト の 内容 に つ い て ､ 学習者同士が コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン で きるよう にするo

･ 電子大福帳に書き込ん だ内容を学習成果と して ､ 広く

外部 の人 々 に も情報発信する ｡

･ 教 師からだ けで なく ､
テ ィ

ー

チ ン グ ア シ ス タ ン ト や授

業を サ ポ ー ト す る人からも コ メ ン ト が得られ る よ う に

する｡

そ の開発で は､ 以 下の こ と に こ だわり ､
デ ー タ ベ ー ス

の作成 ･ 活用を進め る｡

･ 紙 で の ｢ 大福帳｣ と同様に ,
授業 に関する学習者の コ

メ ン ト と そ れ に返答する教師の コ メ ン ト の やりとりを

基本とするo

･ 学 習者 や授業担当者が W e b ブ ラ ウ ザ を用 い て ｢ 電子

大福帳に コ メ ン ト が 入力で きるよう にする ｡

･ 学習者 が授業 コ メ ン ト と L て 書 い た こ と は､ 教師と の

やりとりだけ に す るか ( プ ラ イ ベ ー ト) ､ そ れ と も仲

間や他の 人々 に公開する か ( オ ー プ ン) は ､ 学習者が

コ メ ン ト を書き込むとき に選択で きる よ う にす る ｡

･ 学習者が授業 コ メ ン ト を書き込め る の は､ コ ン ピ ュ ー

タ を使う授業中だけ で なく ､ 授業終了後､ 授業以外 の

場所や自宅な どからも ア ク セ ス 可とす る o

･ 仲間や他 の 人々 に 公開可 ( オー プ ン) と した コ メ ン ト

に は
､ 他 の学習者がそ の コ メ ン ト に対して ､

コ メ ン ト

す る こ とが で き る掲,l i 坂 ( ボ
ー

ド) を併設す る｡
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授業で の学習交流を目指した ｢ 電子大福帳｣ の 開発と実践

( 2) ｢ 電子大福帳｣ の概要

実際に ､ ｢ 電子大福帳｣ の開発は､ デ ー

タ ベ
ー

ス 用 ソ

フ ト ｢ フ ァ イ ル メ ー カ - P r o 6 U n ili m i t e d ｣ を用 い て進め

られ たo 以下､ ｢ 電+ 大福帳｣ の 概要を述 べ る ｡

良初 に ､ 学習者が ｢ 電子大福帳｣ の オー プ ニ ン グペ ー

ジ に 入ると､ 本人認証を行う ペ
ー

ジ が表示さ れ､ 登録さ

れた暗証番号を入れ る こと に よ り､ 個人 の ト ッ プ ペ ー ジ

に 移 るD

個人の ト 7 プ ペ - ジ画面 で は ､

･ 電子大福帳 へ の コ メ ン ト記入

･ 白分白身の電子大福帳

･ 各授業ごと に公開され た コ メ ン ト閲覧

の 3 つ に 分かれ て い る｡

｢ 電子大福帳 へ の コ メ ン ト記入を選ぶ と ､ 授業回 ( 1

回目, 2 回目など) を選 ぶと ､ 図 3 に 示す よ うな コ メ ン

ト記入欄が表示され ､ 学習者は そ の 枠内に授業感想など

の コ メ ン ト を書き込む｡ そ の 際､ 感想 ､ 質問､ 仲間 へ ､

ひ と り ごとな どに チ ェ ッ ク を したり ( 複数可) ､ 授業 に

対して 教師 へ の 評価 ､ 自分自身 へ の評価を 3 段階で 入力

できる o ただ し､ こ の 3 段階評価は試行的なもの で あるo

さ ら に ､ 自分自身が書い た コ メ ン トを､ 仲間や 一般の人々

に公開 ( オ
ー

プ ン) す るか, 教師と の やりとりだ け にと

ど め る非公開 ( プ ラ イ ベ ー ト) に するか を選び､ 書き込

み作業が終了する ｡

自分白身の ｢電子大福帳｣ で は､ 図 4 に 示すとおり､

授業回ごと に こd l ま で 書き込ん でき た自分自身の コ メ ン

トおよ び教師か らの コ メ ン トが表示され るo

各授業ごと に 公開され た コ メ ン ト閲覧で は､ 授業回 ご

と に ､ 学習者が書き込む際に ｢ オ
ー

プ ン｣ と した コ メ ン

ト の み表示され る ( 図 5) o Eg 6 に 示す よ う に ､ 各 コ メ

ン ト右に は ､ 自動的に ポ - ド ( 掲示板) が生成され ､ 学

習者 は コ メ ン ト に対し メ ッ セ ー ジ を書き込ん だり ､ 自分

自身 の コ メ ン ト ヘ の メ ッ セ ー ジ を読む ことが で き る｡
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囲3 ｢ 電子大福帳｣ へ の コ メ ン ト書き込み

囲 4 個人の ｢電子大福帳｣ 両面

園 5 軽業ごとの 大福帳 コ メ ン ト画面

園6 ボ ー ドコ メ ン ト書き込み画面

4 . ｢ 電子大福帳｣ を活用 した捜業実践

(1) 教育学缶凄業 ｢教育実践演習｣ で の ｢ 電子大福帳｣

;舌用

須曽野が担当する三重大学教育学部の授業 ｢教育実践

演習｣ で ､ 大学生が 2 00 4 年 1 2 月 か ら授業 6 回分 で ｢ 電

子大福帳｣ を活用したo こ の 授業は､ 2 0 0 4 年 1 0 月 か ら

始ま っ た後期授業で ､ 学校数且養成課程 ､ 人間発達科学
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課程､ 情報教育課程､ 生涯教育課程の 学生 2 2 人 が参加

し､ 教育の 場で の プ レ ゼ ン テ
ー シ ョ ン ス キ ル を習得した

り､ 小学生と い っ し ょ に プ レ ゼ ン 資料 ( パ ワ
ー

ポ イ ン ト)

を作成する ことを内容とするもの で ある｡ ま た､ こ の授

業で は､ 授業開始当初か ら紙 ベ
ー

ス の ｢ 大福帳｣ を活用

して お り､ 1 月 か らの 授業で は､ 紙 ベ
ー

ス の ｢ 大福帳｣

と ｢ 電子大福帳｣ を併用する形式で ､ 実践が進められた｡

2 0 0 5 年度後期 1 0 月 か ら始ま っ た同じ授業 ｢ 教育実践

演習｣ で も､ 参加学生 12 名 と須曽野 は授業初回か ら

｢電子大福帳｣ を活用した｡ 本年度の 授業で は ､ 紙 で の

｢ 大福帳｣ を用 いず に ､ ｢ 電子大福帳｣ の み で授業感想や

質問な どを書い た ことが前年度と異なる点で ある｡

授業実践の ため に ､ フ ァ イ ル メ
ー カ ー P r o 6 U n ili m it e d

が 稼働可能な デ ス ク ト ッ プ型 コ ン ピ ュ
ー タ ( W i n d o w s

2 0 0 0) が サ
ー バ ー と して 教育学部附属教育実践総合セ ン

タ ー

に 設置された｡ こ の サ
ー バ を使用すれば､ 大学生 は

授業時間内だけ で なく ､ 授業時間外に 自宅か らで もサ
ー

バ ー へ の ア ク セ ス が可能で ある｡

(2) ｢ 電子大福帳｣ の活用 語査結果か ら

｢電子大福帳｣ を活用した こと に対し て ､ 学生が どの

よう に感じ て い るかを知るため に ､ 次 の 5 項目

1) w e b か らも書き込みが で きる の はよ い

2) w e b か らも読める の はよ い

3) 自分 の コ メ ン ト を w e b で 公開する の はよ い

4) コ メ ン ト を公開する ･ しな い を選 べ る の はよ い

5) 掲示板 ( ボ
ー

ド) の 機能がある の はよ い

に つ い て
､
2 0 0 4 年度 ｢ 教育実践演習｣ に お い て ､ 第 2

回終了時 (回答者数 N - 2 2) と第 5 回終了時 ( 回答者

数 N
- 2 0) に 質問紙調査した｡ そ れぞ れ の 質問項目に ､

｢ 5 . は い｣ ｢4 . や や は い｣ ｢3 . ふ つ う｣ ｢2 . やや い い え｣

｢1 . い い え｣ で返答させた｡ 第 5 回終了時の集計結果が

図 7 で ある｡ ま た､ 調査時に ､ 大学生か ら ｢電子大福帳｣

の とり組み に対し､ 具体的な コ メ ン ト を得た｡ そ れ をま

とめたも のが表 1 で あ る｡

表 1 に 示した調査結果から､ ｢ 電子大福帳｣ を用 い て ､

w e b か らも書き込みが でき､ コ メ ン ト が読 める こと に

関して ､ 1) 2) の 項目 で は､ ｢ は い｣ ｢ や やはい｣ を合わせ､

1 0 0 % の 学生が肯定的に返答 して い る｡ こ の こ とか ら､

｢ 電子大福帳｣ の とり組みが大学生 に好意的に受 け入れ

られたと判断できる｡

｢3) 自分 の コ メ ン ト を W e b で 公開する の はよ い｣ に

関し て は､ 第 5 回終了時 に 70 % の 学生が肯定的に 回答

し､ ｢4) コ メ ン ト を公開する ･ し な い を選 べ る の はよ い｣

と い う こ と に も､ 9 5 % の 学生が肯定的に回答した｡ 第 2

回終了時にも同様な調査を実施したが ､ 第 2 回 と第 5 回

終了時を平均値で比較して みると ､

第 2 回 第 5 回

3) w e b 公開よ い 3 .
9 5 - 4

.
1 0

4) 公開選択よい 4 . 5 9 - 4
.
7 5

と な っ て お り ､ 第 5 回終了時の 方がそ の 肯定回答度は上

昇して いる｡

(3) ｢ 大福帳｣ および ｢ 電子大福帳｣ を活用した学習交

流

紙の ｢ 大福帳｣ お よび ｢電子大福帳｣ を活用すると ､

1) 個 々 の学習者と担当教員の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

2) 参加学習者同士の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

の 2 つ の 学習交流が期待される｡

1) に つ い て は､ こ れ ま で の 実践結果､ 調査結果､ 参加

学生の コ メ ン ト より ､ 授業に ｢ 大福帳｣ 等 ( 電子化の も

の も含め て) を取り入れる ことが個々 の 学習者と担当教

員の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を促進させる ことが明らか にな っ

て い る ｡ 特 に ､ 大人数 (50 名 を超える ク ラ ス 等) で の

授業や､ 演習 ･ 実習中心の授業で は､ 個々 の 学習者の 質

問に返答 したり､ 授業 に対する要望に 応えるため に ､ 教

員 に と っ て ｢ 大福帳｣ 等 の活用は有効で ある｡ 織田が指

摘するよう に ､ 教員が ｢大福帳｣ に コ メ ン ト を朱書する

際､ ｢ 学習者が コ メ ン ト した こ とをまず受容する｣ ｢ ネ ガ

テ ィ ブな コ メ ン ト を朱書する ことを控 える｣ ｢ 学生 コ メ

ン ト に誠実に応える｣ ｢ 学生 コ メ ン ト を授業改善の ため

に積極的に活用する｣ と い っ た こ とが､ 学習者と教員が

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン する上 で重要で ある｡

2) の 学習者同士の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン に つ い て は､ 従

来 の紙 で の ｢ 大福帳｣ で は､ 授業最初に教員が
一

部 コ メ

ン ト を読ん で紹介したり ､ O H P で コ メ ン ト を
一

部提示

し て きたが､ 原則とし て紙 ペ
ー ス の も の は

､ 学習者と教

員の コ メ ン ト の やりとりが基本で ある｡

｢ 電子大福帳｣ で の実践で は､ 各回の授業で学習者が

コ メ ン ト を書き込む場合､ 前述したとおり ､

･ コ メ ン ト を プ ライ ベ ー

ト に するか､ 仲間な どに それを

公開するかを選択で きる

･ 各 コ メ ン ト ごと に ､ 電子掲示板が使える

と い う機能は､ 学習者同士の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を促進

させ るため に開発した機能で ある｡

実際 に ､ 2 0 0 4 年度の授業で は､ 大学生が授業 コ メ ン

ト を公開 ( オ
ー プ ン) に し た割合 ( % ) は､ 第 1 回から

第 6 回ま で それぞれ次の とおり で ある｡

第 1 回 54 .
5 % 第 2 回 81 .

8 % 第 3 回 7 5 . 0 %

第 4 回 80 . 0 % 第 5 回 73 .
3 % 第 6 回 88 .

9 %

授業 コ メ ン ト を公開した割合は ､ 第 1 回 は 54 .
5 % で

あ っ たが
､ 第 2 回目からは 4 分 の 3 以上 の大学生が ｢公

開可 ( オ
ー プ ン)｣ を選択し､ 筆者 らが予想して い た以

上に コ メ ン ト公開をする大学生が多か っ た｡ こ れ は､ 本

シ ス テ ム で は､ 授業 コ メ ン ト を公開した場合､ 掲示板
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授業で の学習交流 を目指した ｢電子大福帳｣ の開発と実践

図7 大学生 を 対象 と した ｢ 電子 大福嬢｣ 書問査結果

表 1 ｢ 電子 大福帳｣ に 対する大学生の コ メ ン ト

･ 電 f 大福帳 の ほ うが ､
い っ で もど こ で も書き込ん だり､ 読 ん だり で きるから い い と思う o

･ 特 に コ メ ン ト公開 の 可否を選 べ る の が良か っ た と思 い ます ｡

･ と て も シ ン プ ル で 使 いやすか っ た で す ｡ 書き込み も ラ ジ オ ボ タ ン形式で ､ 教師､ 自分自身 へ の

評価が で き る の も良い と思 い ま した ｡

･ 授 業外からも書き込め るし ､ 公開して い る相手の コ メ ン ト も読ん で 意見を持 つ こ とが で き る の

で良 い と思う｡

･ 文章がかき や すい で す｡ ( 辛が下手な の で)

･ 手書き は~F 手[i の で , 文量が限られ て しまう けど
,
電子上だと自由に 書け る の が と て も い い か

な と思う｡ ど こ で も見れ る ､ か け る っ て の はやり や す い か なと ｡ た だ､ こ れ を利用すると い う

こ と が走者し 机 ､ と
､
つ い つ い 忘 れ がち に な っ た り も しそ うo

･ い ろ い ろ な人 の 感想が読め て面白 い o 公開する の は恥ずか し いと思 っ て しま うけど､ 他 の 人 の

意見を読ん で ､ 次 は公開する を選ん で み よ うと患 っ た o

･ み ん なが どん な事を患 っ て い る の か がわか っ て お も しろ い と思 います｡ い ろん な人か ら感想を

も らえると読む の も書く の も楽しく な る と思 い ま す｡

･ ど の コ メ ン ト に どれだ け レ ス が あ る の か を
一

目 で わか る とも っ と見や す い と思 うo

･ 電子大福帳にも書きま した が ､ ( 紙 に) 書く方が い い で す｡ 大学 で は電子版 よ りむ しろ直筆で

書い て先生がま た直筆で 書い て コ メ ン ト し て く れ る タ イ プ の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 方が少な い

で す｡ ネ ッ ト の 方 は ､ 他の 授業で も ある の で ､ 私 ほ直筆 の方が新鮮で よ か っ たと思 います o

･ 授業中に書く分に は い い と思 い ます. す っ か り パ ソ コ ン で の 作業 に慣れ て しま っ て い る の で ｡

公開か非公開か に悩むと ころ で すo 他の 人の に書く にもな か な か度胸が いりますo い か に ､ 交

流を促せ るかが ポ イ ン ト で し ょ うかo
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須曽野仁志 ･ 下村 勉 ･ 織 田 拝準 ･ 小山 史己

( ボ
ー

ド) が自動的に生成され ､ 仲間か ら の メ ッ セ
ー ジ

が返 っ て く る こ とがある の で ､ ｢ 電子大福帳｣ に対する

感想に も書か れ て い るとおり､ ｢ 公開可｣ を選択 した学

生が多か っ た よう で ある｡ 逆 に ､ 非公開 ( プ ライ ベ
ー

ト)

を選んだ学生は､ 特定 の名前を コ メ ン ト欄 に書 い たりし

た ことや ｢人 に見られるは恥ずかし い｣ と い う理由が多

か っ た｡

｢5) 掲示板 ( ボ ー ド) の 機能がある の はよ い｣ と い う

質問項目に は､ 第 5 回終了時に は 8 5 % の 学生が肯定的

に 回答して い るが､ 第 2 回終了時と比 べ ると､ そ の肯定

回答度は 4 . 7 3 - 4 . 5 5 と や や減少した｡ ｢ 掲示板 ( ボ ー

ド) の 機能が ある の はよ い｣ と考える大学生が多か っ た

が､ (1) で 述 べ たとおり､ 第 2 回終了時に比 べ ､ 第 5 回

終了時に はそ の肯定回答度はやや減少した｡ これ は､ ボ
ー

ド の 機能があるもの の ､ 授業時間の 中で ､ ボ
ー

ドに 書き

込ん だり読む時間が十分で なく､ 教師もそ の活用を積極

的に呼びか けなか っ た こ とが減少に つ なが っ たもの と思

われる｡ 仲間同士で の協働作業を進めるため に も､ こ の

機能を十分に使える時間の確保や教師に よる支援が重要

で ある｡

5 . おわり に

大学授業で は､ 電子掲示板 ( B B S) シ ス テ ム を授業に

関わ っ た情報交換に活用する教員が増えて い る｡ 電子掲

示板で は､ 受講生が書き込ん だ内容はす べ て公開され､

受講生の中に は ｢書き込む の に勇気が い る｣ と い う者も

少なくない ｡ こ の よう に ､ 書き込み を言わば ｢強制｣ す

る の で はなく､ ｢ 電子大福帳｣ の よう に ､ コ メ ン ト公開 ･

非公開を選択する権利を学習者に与える こと で ､ 学習活

動の交流を促進させ ､ 授業改善に つ なげる ことが できる

の で はな いだ ろうか ｡

2 0 0 5 年 3 月 ､ 米国 アリゾナ州 フ ェ ニ ッ ク ス で開かれた国

際会議 SI T E 2 0 0 5 ( S o c i e ty f o r I n fb r m a ti o n T e c h n o l o g y

a n d T e a c h e r E d u c a it o n) に お い て ､ 本研究 で の とり組

み に つ い て 口頭発表した
5)
｡ そ の セ ッ シ ョ ン に参加し た

米国研究者の 中に は､ 紙 で の ｢ 大福帳｣ や ｢ 電子大福帳｣

に対して 関心を持 っ者が多く ､ 数多くの質問や意見が出

された｡ こ の会議に参加 し､ ｢ 大福帳｣ ｢ 電子大福帳｣ は､

リ フ レ ク シ ョ ン ( 内省) を促すポ - ト フ ォ リ オ で ある こ

とを再認識した｡ 学習活動や学習成果をい か に交流する

か ､ と い う点 に留意し､ 今後も ｢電子大福帳｣ の 活用を

進め て い きた い ｡

は､ ㈲松下教育研究財団か ら研究助成を受け行われた ｡
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